
６-８　排水工

６-８-１　一般

　補強土壁には、雨水や雪解水、湧水等の補強領域内への侵入を防止するとともに、浸透してきた水を速やかに排除する

ため、補強土壁の設置条件や構造に応じて、適切に排水工を設ける。

　　補強土壁は、コンクリート擁壁と同様に、確実な排水対策を前提として設計が行われる。-略-　補強土壁では、

補強領域内に水が侵入すると、土圧の増加に加え、補強材の引抜き抵抗力や支圧抵抗力の減少を招くなど、

コンクリート擁壁に比べて安定性に及ぼす影響は大きい。補強土壁におおきな変形や変状が生じた例の多くは、

不適切な水処理に関連している。　このため、補強土壁では水の影響を受けないように、確実な表面水及び地下水

に対する排水対策とその維持が不可欠となる。

　排水対策としては、路面やのり面に降った雨水・雪解水、あるいは補強土壁が横断する沢の水を円滑に流下・

排水し補強領域への侵入を防止する表面排水工と、切土面における湧水等の補強領域内への浸入の防止と

補強領域内に浸透した水を速やかに排除する地下排水工がある。また、施工中においても、その進捗状況に応じて、

補強領域内への水の浸入を防ぐ適切な排水対策を行う必要がある。

６-８-１　排水工の設計

（1） 　表面排水工は、雨水や雪解水等の表面水の補強領域や背面盛土等への侵入並びにのり面の侵食を防止

できる構造とする。

（2） 　地下排水工は、補強領域内への湧水や浸透水等の地下水の浸入を防止するとともに、補強領域内等に

浸透してきた水を速やかに排除できる構造とする。

（3） 　排水材料は、排水層としての性能、耐久性、環境条件、設計方法、施工方法、補強土壁の構造等を十分に

検討し、適切な材料を用いる。
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